[image: image1.png]DELL
asy
FaEi
conomy
E]
ducation






学生コース

当校では学生コースカリキュラム編成にあたり現在中学校で用いられている学習指導要領を参考にいたしました。


学生コース









学生コース

パソコン操作①～②

教育用に作成されたホームページの活用・各種機器の活用体験

入力装置（マウス・キーボード）操作

周辺機器（デジカメ・スキャナー・補助記憶装置）操作

出力装置（プリンタ・モニタ）操作

パソコン構成①～②

実物教育・当校オリジナル教育ソフトの活用

構造の理解

トラブル対処

画像①～③

ペイント（画像加工ツール）・文書作成・表計算ソフト（ワード・エクセル）との連携

マルチメディア

画像入力・加工

各種アプリケーション上での活用

文字入力①～⑤

ゲーム形式練習ソフト・文書作成ソフトの活用

タイピング

日本語・英文入力

文書編集①～④

文書作成ソフト（ワード）を活用

入力・変換機能（日本語入力システム）

各種用紙の活用（白紙・はがき・レポート用紙など）

図形の配置

長文編集機能

情報伝達①～④

インターネット上の情報収集・判断・処理・発信

ブラウザの活用

電子メール

ホームページ作成

情報モラル①～②

個人情報管理意識

著作権問題

学生コースは１ヶ月あたり４５００円です

（４回受講で１ヶ月分です。都合で休んだときの分は繰り越します）

Ｂ  情報とコンピュータ


(1)  生活や産業の中で情報手段の果たしている役割について，次の事項を指導する。


ア  情報手段の特徴や生活とコンピュータとのかかわりについて知ること。


イ  情報化が社会や生活に及ぼす影響を知り，情報モラルの必要性について考えること。


(2)  コンピュータの基本的な構成と機能及び操作について，次の事項を指導する。


ア  コンピュータの基本的な構成と機能を知り，操作ができること。


イ  ソフトウェアの機能を知ること。


(3)  コンピュータの利用について，次の事項を指導する。


ア  コンピュータの利用形態を知ること。


イ  ソフトウェアを用いて，基本的な情報の処理ができること。


(4)  情報通信ネットワークについて，次の事項を指導する。


ア  情報の伝達方法の特徴と利用方法を知ること。


イ  情報を収集，判断，処理し，発信ができること。


(5)  コンピュータを利用したマルチメディアの活用について，次の事項を指導する。


ア  マルチメディアの特徴と利用方法を知ること。


イ  ソフトウェアを選択して，表現や発信ができること。


(6)  プログラムと計測・制御について，次の事項を指導する。


ア  プログラムの機能を知り，簡単なプログラムの作成ができること。


イ  コンピュータを用いて，簡単な計測・制御ができること。


(2)  内容の「Ｂ情報とコンピュータ」については，次のとおり取り扱うものとする。


ア  (1)のアについては，身近な事例を通して情報手段の発展についても簡単に扱うこと。(1)のイについては，インターネット等の例を通して，個人情報や著作権の保護及び発信した情報に対する責任について扱うこと。


イ  (3)のイについては，生徒の実態を考慮し文書処理，データベース処理，表計算処理，図形処理等の中から選択して取り上げること。


ウ  (4)については，コンピュータを利用したネットワークについて扱うこと。


エ  (6)のイについては，インタフェースの仕組み等に深入りしないこと。
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パソコン操作②





パソコン操作①





パソコン構成②
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画像③
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文字入力③
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文書編集③
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